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   死体取扱規則等の一部を改正する規則等の制定について 

 

 このたび、死体取扱規則等の一部を改正する規則（平成２７年国家公安委員会規則第１

号。以下「改正規則」という。）並びに死体取扱細則（平成２７年警察庁訓令第１号）、

ＤＮＡ型記録取扱細則の一部を改正する訓令（平成２７年警察庁訓令第２号）及び行方不

明者発見活動に関する細則（平成２７年警察庁訓令第３号）が別添のとおり制定され、い

ずれも平成２７年４月１日から施行されることとなった。その趣旨及び改正の要点は、下

記のとおりであるから、事務処理上誤りのないようにされたい。 

記 

第１ 趣旨 

 死因究明等推進計画（平成２６年６月１３日閣議決定）において身元不明死体の身元

確認のためにＤＮＡ型情報を活用する仕組みを構築することとされたこと等を受けて、

死体取扱規則（平成２５年国家公安委員会規則第４号）、ＤＮＡ型記録取扱規則（平成

１７年国家公安委員会規則第１５号）及び行方不明者発見活動に関する規則（平成２１

年国家公安委員会規則第１３号）並びにＤＮＡ型記録取扱細則（平成１７年警察庁訓令

第８号）の一部が改正されるとともに、死体取扱細則及び行方不明者発見活動に関する

細則が新たに制定されたもの。 

第２ 改正の要点 

１ 死体取扱規則の一部改正関係 

  (1) 死体ＤＮＡ型記録の作成等（第４条関係） 

   ア 死体ＤＮＡ型記録を特定ＤＮＡ型その他の警察庁長官が定める事項の記録と

し、死体取扱細則において警察庁長官の定める事項が定められた（第２項及び死

体取扱細則関係）。 

   イ 警視庁又は道府県警察本部の科学捜査研究所長（以下「科学捜査研究所長」と

いう。）から死体ＤＮＡ型記録の送信を受けた警察庁刑事局犯罪鑑識官（以下「犯

罪鑑識官」という。）は、速やかに、当該死体ＤＮＡ型記録に係る特定ＤＮＡ型

と犯罪鑑識官の保管する被疑者ＤＮＡ型記録及び特異行方不明者等ＤＮＡ型記録

に係る特定ＤＮＡ型とを対照し、直ちに、その結果を当該送信をした科学捜査研



究所長に通知することとされた（第４項関係）。 

  (2) 死体ＤＮＡ型記録の整理保管等（第４条の２関係） 

   ア 犯罪鑑識官は、科学捜査研究所長から死体ＤＮＡ型記録の送信を受けたときは、

これを整理保管することとされた（第１項関係）。 

   イ 犯罪鑑識官は、死体ＤＮＡ型記録の保管に当たっては、これに記録された情報

の漏えい、滅失又はき損の防止を図るため必要かつ適切な措置を講じることとさ

れた（第２項関係）。 

   ウ 犯罪鑑識官は、（１）イの対照をした場合において、当該死体ＤＮＡ型記録に

係る特定ＤＮＡ型が犯罪鑑識官の保管する特異行方不明者等ＤＮＡ型記録に係る

特定ＤＮＡ型に該当し、当該死体ＤＮＡ型記録に係る取扱死体が当該特異行方不

明者等ＤＮＡ型記録に係る特異行方不明者であることが判明したときなど、その

保管する死体ＤＮＡ型記録を保管する必要がなくなったと認めるときは、当該死

体ＤＮＡ型記録を抹消することとされた（第３項関係）。 

  (3) 死体取扱規則の一部改正に伴う経過措置（改正規則附則第２条関係） 

   ア 改正規則の施行の際現に改正規則の施行前に行ったＤＮＡ型鑑定により身元が

明らかでない取扱死体の組織の一部（以下「死体資料」という。）の特定ＤＮＡ

型が判明しているときは、警察署長は、当該特定ＤＮＡ型に係る鑑定書の写しを

警視庁、道府県警察本部又は方面本部の鑑識課長（以下「鑑識課長」という。）

に送付することとされた（第１項関係）。 

   イ アの送付を受けた鑑識課長は、当該死体資料の特定ＤＮＡ型その他の改正後の

死体取扱規則第４条第２項に規定する警察庁長官が定める事項の記録を作成し、

これを犯罪鑑識官に電磁的方法により送信することとされた（第２項関係）。 

   ウ イの記録の送信後の犯罪鑑識官による当該記録に係る取扱いについては、（１）

イ及び（２）と同様とすることとされた（第３項関係）。 

 ２ ＤＮＡ型記録取扱規則の一部改正関係 

(1) 定義（第２条関係） 

 鑑定機材の高度化によりＤＮＡ型鑑定の座位が追加されること等に伴い「特定Ｄ

ＮＡ型」の定義が変更された（第２号関係）。 

  (2) 対照（第５条関係） 

   ア 科学捜査研究所長から変死者等ＤＮＡ型記録の送信を受けた犯罪鑑識官は、速

やかに、当該変死者等ＤＮＡ型記録に係る特定ＤＮＡ型と犯罪鑑識官の保管する

被疑者ＤＮＡ型記録及び特異行方不明者等ＤＮＡ型記録に係る特定ＤＮＡ型とを

対照し、直ちに、その結果を当該送信をした科学捜査研究所長に通知することと

された（第２項関係）。 

   イ 第１項、第２項又は第３項の規定による通知を受けた科学捜査研究所長は、直

ちに、当該各項の規定による通知の内容を当該通知に係る被疑者資料、遺留資料

又は変死者等資料についてＤＮＡ型鑑定を嘱託した警察署長等に通知することと

された（第４項及びＤＮＡ型記録取扱細則の一部改正関係）。 

(3) 整理保管（第６条関係） 

   ア 犯罪鑑識官は、科学捜査研究所長から変死者等ＤＮＡ型記録の送信を受けたと



きは、これを整理保管することとされた（第１項関係）。 

   イ 犯罪鑑識官は、変死者等ＤＮＡ型記録の保管に当たっては、これに記録された

情報の漏えい、滅失又はき損の防止を図るため必要かつ適切な措置を講じること

とされた（第２項関係）。 

(4) 抹消（第７条関係） 

 犯罪鑑識官は、（２）アの対照をした場合において、当該変死者等ＤＮＡ型記録

に係る特定ＤＮＡ型が犯罪鑑識官の保管する特異行方不明者等ＤＮＡ型記録に係

る特定ＤＮＡ型に該当し、当該変死者等ＤＮＡ型記録に係る変死者等が当該特異行

方不明者等ＤＮＡ型記録に係る特異行方不明者であることが判明したときなど、そ

の保管する変死者等ＤＮＡ型記録を保管する必要がなくなったと認めるときは、当

該変死者等ＤＮＡ型記録を抹消することとされた（第３項関係）。 

(5) ＤＮＡ型記録取扱規則の一部改正に伴う経過措置（改正規則附則第３条関係） 

   ア 改正規則の施行の際現に改正規則の施行前に行ったＤＮＡ型鑑定により変死者

等資料（身元が明らかでない変死者等の身体から採取された資料をいう。）の特

定ＤＮＡ型が判明しているときは、警察署長等は、当該特定ＤＮＡ型に係る鑑定

書の写しを鑑識課長に送付することとされた（第１項関係）。 

   イ アの送付を受けた鑑識課長は、当該変死者等資料の特定ＤＮＡ型その他のＤＮ

Ａ型記録取扱規則第３条第３項に規定する警察庁長官が定める事項の記録を作成

し、これを犯罪鑑識官に電磁的方法により送信することとされた（第２項関係）。 

   ウ イの記録の送信後の犯罪鑑識官による当該記録に係る取扱いについては、（２）、

（３）及び（４）と同様とすることとされた（第３項関係）。 

３ 行方不明者発見活動に関する規則の一部改正関係 

(1) 犯罪鑑識官による対照等（第１８条関係） 

   ア 犯罪鑑識官は、受理票の写しと身元不明死体票の写しとを対照する方法による

調査により、受理票の写しに係る行方不明者の死亡が確認されなかったときは、

その旨を当該受理票の写し又は身元不明死体票の写しを送付した鑑識課長に通知

することとされた（第４項関係）。 

   イ アの通知を受けた鑑識課長は、当該通知があった旨を当該受理票の写し又は身

元不明死体票を送付した警察署長に通知することとされた（第５項関係）。 

(2) 特異行方不明者等ＤＮＡ型記録の作成等（第２４条の２関係） 

   ア 受理署長は、特異行方不明者について（１）イの通知を受けた場合において、

届出人の求めがあり、当該特異行方不明者の発見のため必要かつ相当であると認

めるときは、届出人又は当該特異行方不明者の実子、実父若しくは実母から、そ

の同意を得て、特異行方不明者等資料の提出を受け、科学捜査研究所長に当該特

異行方不明者等資料を送付することにより、当該資料のＤＮＡ型鑑定を嘱託する

ことができることとされた（第１項関係）。 

   イ アの嘱託を受けた科学捜査研究所長は、当該嘱託に係る資料のＤＮＡ型鑑定を

行い、その特定ＤＮＡ型が判明した場合において、アの受理署長からエの対照を

する必要があると認められる旨の通知を受けたときは、当該資料の特異行方不明

者等ＤＮＡ型記録を作成し、これを犯罪鑑識官に電磁的方法により送信すること



とされた（第２項及び行方不明者発見活動に関する細則第２条関係）。 

   ウ 科学捜査研究所長は、イの送信をしたときは、当該特異行方不明者等ＤＮＡ型

記録を抹消することとされた（第３項関係）。 

   エ イの送信を受けた犯罪鑑識官は、速やかに、当該特異行方不明者等ＤＮＡ型記

録に係る特定ＤＮＡ型と犯罪鑑識官の保管する変死者等ＤＮＡ型記録及び死体Ｄ

ＮＡ型記録に係る特定ＤＮＡ型とを対照し、直ちに、その結果を当該送信をした

科学捜査研究所長に通知することとされた（第４項関係）。 

   オ エの通知を受けた科学捜査研究所長は、直ちに、当該通知の内容をアの受理署

長に通知することとされた（第５項関係）。 

  (3) 特異行方不明者等ＤＮＡ型記録の整理保管等（第２４条の３関係） 

   ア 犯罪鑑識官は、（２）イの特異行方不明者等ＤＮＡ型記録の送信を受けたとき

は、これを整理保管することとされた（第１項関係）。 

   イ 犯罪鑑識官は、特異行方不明者等ＤＮＡ型記録の保管に当たっては、これに記

録された情報の漏えい、滅失又はき損の防止を図るため必要かつ適切な措置を講

じることとされた（第２項関係）。 

   ウ 犯罪鑑識官は、（２）エの対照をした場合において、当該特異行方不明者等Ｄ

ＮＡ型記録に係る特定ＤＮＡ型が犯罪鑑識官の保管する変死者等ＤＮＡ型記録又

は死体ＤＮＡ型記録に係る特定ＤＮＡ型に該当し、当該特異行方不明者等ＤＮＡ

型記録に係る特異行方不明者が当該変死者等ＤＮＡ型記録に係る変死者等又は死

体ＤＮＡ型記録に係る取扱死体であることが判明したときなど、その保管する特

異行方不明者等ＤＮＡ型記録を保管する必要がなくなったと認めるときは、当該

特異行方不明者等ＤＮＡ型記録を抹消することとされた（第３項関係）。 

第３ 別添資料（略） 

１ 死体取扱規則等の一部を改正する規則（平成２７年国家公安委員会規則第１号） 

２ 死体取扱規則等の一部を改正する規則新旧対照条文 

３ 死体取扱細則（平成２７年警察庁訓令第１号） 

４ ＤＮＡ型記録取扱細則の一部を改正する訓令（平成２７年警察庁訓令第２号） 

５ ＤＮＡ型記録取扱細則の一部を改正する訓令新旧対照条文 

６ 行方不明者発見活動に関する細則（平成２７年警察庁訓令第３号） 

 

 


